
サントリーホールディングス株式会社Case1 コクヨ株式会社Case2・2030年には40万人から80万人のデジタル人材が不足すると予測されており、

  DX推進に必要なIT人材は約150万人
・ChatGPTなどのAIの急速な進化により、
  AIを活用できる人材の必要性が高まっている

・経済産業省ではすべての業界にDX化を推進している

DX人材確保が企業の急務とされています！

IT人材の不足規模に関する予測

IT資格取得推奨の企業が急増！

には実務処理能力と問題解決力が必要　  とされます

一見関係の薄そうな職種においても
  AI・DXの知識は必要とされます。
関連性の強い他の資格とDX人材としての
スキルを組み合わせることで、より有効的に

活用することができます。

なぜ企業がDX人材育成に
力をいれるの？ ※DX：デジタル・トランスフォーメーション

特集 取得を必須化する企業が増加！ 全大学生に求められる AI・DX知識

在学中に　　　組み合わせて取得し、将来の強みに繋げましょう！

注目

文理問わず

人材
DX で強みを

身につける
公務員人材

DX

（Microsoft Office Specialist）MOS

現代を生きる全社会人に
必要な知識とされ、
ITやデジタルリテラシー向上に
役立つ基礎的な資格です。
ITを活用した業務の課題把握と
解決力が養われ、業務改善に
繋げることもできます。

データ分析の力を身につければ課題解決

や新規提案などに必要なデータを

多角的に理解できるようになります。

Excelの操作だけでなく、

Excelを活用できるスキルを持った

ワンランク上の社会人をめざせます。

AIの基礎知識や活用リテラシーを
身につけることができます。
人間の知能をコンピュータにより再現する技術で、
業務の効率化や課題解決に役立ちます。

ITパスポート

ITに関する知識だけではなく、
プログラミングやコンピュータ
サイエンスを基礎から
体系的に学べます。
情報処理技術者試験の中で
人気No.1の資格です。

基本情報
技術者

ビジネス統計
スペシャリスト

IT
・

ソフトウェア

データ活用

AI
・

ディープ
ラーニング

G検定
（ジェネラリスト検定）

Excel分析ベーシック

実際の仕事（実務）を限られた時間内で
完了（処理）するための力

実務処理能力
今後の社会で必要とされる知識を
身につけビジネスを成功に導くための力

問題解決力

文章を作成するためのソフトです。報告書や議事録、

契約書などといった、ビジネス文書の作成に使われます。

データ入力や表作成、データ分析ができます。

データを整理し、効率的な業務遂行が可能です。

プレゼンテーションだけでなくマニュアル作成・

ポスター作成など社会において幅広く活用されています。

Word

Excel

PowerPoint

「使える」から「使いこなせる」になろう!

3分野の知識を組み合わせていくことで、よりこれからの
社会に適応していく 問題解決力が養われます。

大阪メトロによる先導的取組みや大阪市内でのAIオンデマンド交通
の事業化、夢洲などでの自動運転の公道実証など交通・観光分野を
はじめとする幅広い業種間の連携による広域MaaS実現を推進。

スマートモビリティの実現 

2020年4月より、保険契約の引受可否や契約条件の有無を判断する
医務査定において、査定結果の予測などにより担当者を支援する独
自のAIモデルを導入し、業界初となるビジネスモデル特許を取得。

「インシュアテック」で保険契約査定の効率化

XR技術と地域の文化資源のかけ合わせにより、独自性の高い観光コ
ンテンツを造成し、観光客の増加に繋げた。

XR技術を活用して観光促進！ストリートミュージアム®
大阪府 大同生命 TOPPAN株式会社

人材
DX

2015年の人材不足規模：約17万人
2030年の人材不足規模：約59万人

IT人材不足は、
今後ますます深刻化
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ITニーズの拡大により
市場規模は今後も拡大

人材不足数(人)
供給人材数(人)

高位シナリオ
中位シナリオ

低位シナリオ

約79万人
（高位シナリオ）

約59万人
（中位シナリオ）

約41万人
（低位シナリオ）

918,921 923,273 902,789 856,845

170,700 268,655 429,611 586,598

パソコンスキルは、自己流で「使える」と、習得した適切な機能を「使いこなせる」とでは意味が異なります。
実際にアプリケーションを操作する実技を学習するため、実践的なスキルが自然と身につきます！

デジタル人材を育成するための要素として、「データ活用する上で
の心構え」「分析の幅を広げる武器」の2つを設定し、“Excelプラス
α”やG検定など研修開催・推奨中。

「作る人（情報システム部門）だけでなく、使う人（事業部門）もITを
理解しなければアイデアは創出されない」と考え、全社向けの教育
啓蒙として「ITリテラシー向上プログラム」を企画し、G検定・ITパス
ポート合格をめざすプログラムを実施。

FP、証券外務員人材
DX

旅行業務取扱管理者人材
DX

（参考資料）経済産業省「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」 （参考資料）一般社団法人日本ディープラーニング協会　https://www.jdla.org/topic/seg/human/ 
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